
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和２年９月１８日 １３：００～１３：５０ 

２ 学 年  第１学年３組 （男子１４名 女子１７名 合計３１名） 

３ 場 所  新館１Ｆ １年３組教室 

４ 単元について 

○ 単元観 

本単元は，中学校指導要領 地理的分野（１）世界の様々な地域（ウ）世界の諸地域「世界の諸地

域について，以下の(ｱ)から(ｶ)の各州に暮らす人々の生活の様子を的確に把握できる地理的事象を取

り上げ，それを基に主題を設けて，それぞれの州の地域的特色を理解させる。(ｱ) アジア(ｲ) ヨーロ

ッパ(ｳ) アフリカ(ｴ) 北アメリカ(ｵ) 南アメリカ(ｶ) オセアニア」を受けて設定されている。 

この単元は，アフリカ州の自然環境，文化と歴史，産業と経済を支える輸出品などについて学ぶ中

で，「アフリカ諸国の主要生産品，主要国の経済状況と生産物，貿易の様子，主要生産品とアフリカに

暮らす人々の生活との関連，旧宗主国など先進国との結び付きなどを追究する」ことにより，「アフリ

カの脆弱な経済基盤とその理由を明らかに」し，アフリカ州の地域的特色を理解させる構成となって

いる。 

○ 生徒観 

本学級の生徒は，小学校第６学年「世界の未来と日本の役割」の小単元において，アフリカ州の国々

の中には紛争や貧しさが原因で困っている人がたくさんいることを学習している。中学校では「地球

の姿」の単元において，アフリカ諸国の国境が，緯線・経線を利用して国境線を引いたため，直線的

になっていることなどを学習している。 

 また，事前に実施したアンケートでは，日本の中学生がなぜアフリカ州のことを学ばなければなら

ないのかという質問に対して，「世界の各地について学び交流を深めるため」や「互いの文化を理解し

あうことが大切だから」，「受検の時に必要だから」など，何かしら学ぶ必要性を感じてはいる。 

しかし，実際に生徒がアフリカ州に対して持っているイメージは，「ジャングルが多い，緑が多く

自然が豊か」や「砂漠がたくさんありそうで，あまり水がなさそう」，「動物と人間がいっぱいいる」，

「あまり豊かではなく，困っている人が多いようなイメージを持っている」，「少し怖い。治安が悪そ

う」などと，決してイメージ豊かではない。さらに言えば，アフリカ州は日本から遠く，中学１年生

にとって身近な地域とはいいがたいと考えられる。 

 事前に挑戦したアフリカ州の地域的特色を理解して解答する「令和２年度 広島県公立高校入試問

題」の正答率は 31％であった。誤答率が 31％，無答率も 31％であり，学習の前段階として，アフリ

カ州の地域的特色についてはあまり理解していない生徒が多いといえる。 
 

 令和２年度 広島県公立高校入試問題 

 

社会科 第１学年 尾道市立日比崎中学校 指導者 川嶋 新平 
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本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

表 現 力 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 ， 主 体 性 

 

 

「世界の諸地域 アフリカ州」 甘いチョコレート 苦い現実 
～資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろうか～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導観 

指導に当たっては，単元の導入部においてＩＣＴ等を活用し，意外にアフリカ州との関連が身近な

ものに多いことなど，生徒の既存の知識とのギャップを生み出しながら，「資源が豊富なのに，なぜア

フリカの人々は貧しいのだろうか」という単元を貫く問いを設定する。生徒の中に「なぜだろう」「答

えが知りたい」という，強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定を行い，単元を通して生徒が学

びたい，解決したいと思えるように意欲付けることで，生徒の「主体性」を伸ばしたい。そして，単

元を貫く問いの背景や要因を追究する活動を通して，アフリカ州の地域的特色を理解する力を育てた

い。 

本時の指導では，設定した単元を貫く問いに対して，複数の資料を読み取り，情報を集め考察する

場面を設ける（個人思考）。原因をランキング形式でまとめることで，思考を整理することができ，そ

の生徒なりのアフリカ州が持つ貧しさに対するイメージが捉えられると考える。 

その後，少人数班で，読み取った情報を根拠に，単元を貫く問いに対する仮説（生徒なりの予想）

を立てさせる（話合い活動）。複数の資料を関連付けながら，根拠を明確にして述べることで，本校が

目指している「コミュニケーション能力」「表現力」の育成を図る。 

出された仮説について，自分たちと同じ意見を見つけたり，異なる意見や疑問に思ったことに対し

て質問するなどの話合い活動（全体討議）を通して，それぞれの意見に対する理解を深めさせる。話

合い活動後，改めての自分の考えを整理させる（一次判断）とともに，今後の学習に対する見通しを

持たせる。 

そして，単元を通して学習を重ね，最終的には，理解した地理的事象を再構成し説明する活動を通

して，具体的な根拠を示しながら，アフリカ州の地域的特色の背景や要因の関連を解釈し，表現する

ことができるようにしたいと考える（二次判断）。 

 



５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は，「表現力，コミュニケーション能力，主

体性」である。この目指す資質・能力を育成するためには，各教科・領域等の授業における「展開場

面」において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に，生徒が

主体的に活動するためには，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え，

研究を重ねている。 

本単元においても，本校では「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」を行い，少人数班で

考えを何度も練り直させ，思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタイ

ルをとっている。 

資質・能力 
知識・スキル 意欲・態度 

授
業
の
展
開
の
場
面
で
（
ミ
ニ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
を
使
用
し
て
） 

表現力・コミュニケーション能力 主体性 

レベル１ 

（話す speak） 

〇自分の考えや意見を，自

分のことばで表現するこ

とができる。 

（聞く） 

〇相づちを打ちながら，

途中で口をはさまず，

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問するこ

とができる。 

 

〇課題に対して，自分の

考えを持ち，取り組も

うとしている。 

レベル２ 

（話す tell） 

〇自分の考えや意見を根拠

を挙げて，相手を意識し

ながら，適切な方法で表

現することができる。 

（聴く） 

〇相手の話の組み立てや

構造を考え，話の意図

や要点を整理しながら

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて，内容を深

めるために質問ができ

る。 

 

〇課題に対して，自分の

考えを持ち，自ら進ん

で取り組もうとしてい

る。 

レベル３ 

（話す talk） 

〇自分の考えや意見を，根

拠を挙げて分かりやすく

まとめ，目的や場に応じ

て，適切な方法で論理的

に表現することができ

る。 

（訊く） 

〇相手の考えについて，

根拠の信頼性を判断し

ながらきき，話された

内容と自分の意見をふ

まえて共通点や疑問点

を明確にし，相手にた

ずねることができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問をした

後に，自分の意見を述

べ，内容をさらに深め

ることができる。 

 

〇自ら課題を見つけ，自

分の考えを持ち，より

よい方法を選択し，自

ら進んで取り組もうと

している。 

レベル４ 自らが司会をして，少数意見を尊重しながら，臨機応変に対応し，話合い活動ができる。 

 

６ 単元目標 

○ アフリカ州の地域的特色を理解し，「資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろう

か？」という問いに対して，自分の考えや意見を，根拠を挙げて分かりやすくまとめ，目的や場に応

じて，適切な方法で論理的に表現することができる。 
 
７ 評価規準 

社会事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断・表現 資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解 

アフリカ州の地域的特色や

「資源が豊富なのに，なぜア

フリカの人々は貧しいのだろ

うか？」という問いについて，

意欲的に追究し，捉えようと

している。 

アフリカ州の産業が特定の生

産品に頼っているという地域

的特色について多面的・多角

的に考察をし，その過程や結

果を適切に自分の言葉で表現

している。 

アフリカ州の地域的特色に関

する資料を収集し，有用な情

報を適切に選択して，読み取

ったり図表などにまとめたり

している。 

アフリカ州に暮らす人々の生

活の様子を的確に把握できる

主題を基に地域的特色を理解

し，その知識を身に付けてい

る。 



８ 指導計画（全９時間） 

 

過
程 

次 学習内容（時数） 

観 点 評  価 

関
意 

思
考 

技
能 

知
理 

評価規準 
資質・能力 
（評価方法） 

課
題
の
設
定 

１ 

アフリカ州に対する考えを

深めよう 

（１時間） 

【本時１／１】 

◎   

 

 

 

〇 

 アフリカ州の地域的特色や「資源が豊富

なのに，なぜアフリカの人々は貧しいの

だろうか」という問いについて，意欲的

に追究し，捉えようとしている。 

アフリカ州の地域的特色に関する資料を

収集し，有用な情報を適切に選択して，

読み取ったり図表などにまとめたりして

いる。 

【表現力】 

【コミュニケーション能力】  

（話合い活動・発表）

【主体性】 

（ワークシート） 

（授業への取組） 

単元を貫く問い（探究課題の萌芽） 

 資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろうか？ 

情
報
収
集
・
整
理
・
分
析 

２ 

アフリカ州の自然環境 

（２時間） 

 

   ◎ 南北に長く面積の広いアフリカ州では，

赤道からの距離によって多様な気候が見

られることを理解できる。 

【主体性】 

（ワークシート） 

（授業への取組） 

３ 

アフリカの文化と歴史 

（１時間） 

  ◎  さまざまな資料を活用し，ヨーロッパと

のつながりが現在も残っていることを読

み取ることができる。 

【主体性】 

（ワークシート） 

（授業への取組） 

４ 

アフリカの産業と経済を支

える輸出品 

（２時間） 

 ◎   アフリカ州でモノカルチャー経済が多く

見られる理由やその問題点について整理

し，適切に表現することができる。 

【表現力】 

【コミュニケーション能力】  

（話合い活動・発表）

【主体性】 

（ワークシート） 

（授業への取組） 

５ 
自立をめざすアフリカの

国々 

（１時間） 

   ◎ 自立に向けたアフリカの自国の取り組み

や他国からの支援の実態を理解し，その

知識を身につけている。 

【主体性】 

（ワークシート） 

（授業への取組） 

ま
と
め
・
表
現
・
振

り
返
り 

６ 

学習をふりかえろう 

（２時間） 

 ◎   単元を貫く問いに対して，話合い活動を

行い，自分の考えや意見を，根拠を挙げ

て分かりやすくまとめ，論理的に表現す

ることができる。 

【表現力】 

【コミュニケーション能力】  

（話合い活動・発表）  

【主体性】 

（ワークシート） 

（授業への取組） 

単元を貫く問いの終結 

 アフリカでは，植民地支配の歴史を未だに払拭できずに，その足かせに苦しんでいる人々がいる。そして，アフリカで

作られているモノカルチャーによる製品を，日本も含めた世界中の国々が輸入している。自分たちの生活と，アフリカの

人々の生活が実は密接に関わり合っているのである。アフリカの豊富な資源によって支えられている日本にとっても，ア

フリカの課題をしっかりと把握し，アフリカの発展のために力をつくすことは，アフリカのみならず日本の発展にとって

も必要不可欠なのである。 



９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ○「資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろうか？」という問いに対して，その背

景や要因について，資料を根拠に，仮説を立てることができる。 

（２）本時の評価規準 

アフリカ州の地域的特色や「資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろうか」と

いう問いについて，意欲的に追究し，捉えようとしている。【社会的事象への関心・意欲・態度】 

アフリカ州の地域的特色に関する資料を収集し，有用な情報を適切に選択して，読み取ったり

図表などにまとめたりしている。【資料活用の技能】 

（３）準備物 

  ・教科書，ＰＣ，ＴＶ，ワークシート，資料，掲示物，ミニホワイトボード×８ 

（４）学習の流れ（１時間目／全９時間） 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手だて）  

評価規準〔観点〕 

★資質・能力【評価方法】 

１ 本時のねらいを確認する。［２分］ 

本時のねらいを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇新しい単元に入ることを確認する。 

◇事前アンケートを使って，「なぜ私たち日

本の中学生がアフリカ州のことを学ぶ必要

があるの？」と考えさせる。 

◆事前アンケートを確認し,生徒の実態把

握をしておく。 

 

 

 

２ 単元を貫く問い，本時の学習課題を設定する。［８分］ 

本時の学習課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇動画を使って，アフリカの風景を視覚的

にイメージしやすくさせる。 

◇グラフを使って，世界の中のアフリカ州

の位置づけを確認させる。 

◇身近なものの中にある日本とアフリカと

のつながりを意識させる。 

◇既習事項（西アジアでは，資源を生かし

て経済発展している）を使って，アフリカ

の現状とのギャップを捉えさせる。 

◆ＩＣＴ等を活用し，生徒が主体的に活動

できるよう，「解決したい」或いは「達成し

たい」学習課題を設定するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろうか？ 

～その原因について，資料を根拠に，仮説を立てよう～ 

 

ねらい 

アフリカ州に対する考えを深めよう 



 

３ 情報を整理・分析し,課題解決をする。［２０分（個人８分，グループ１２分）］ 

資料の説明を聞く。 

資料に何が書いてあるか読

み取り，仮説を立てるために

必要な情報を集め，考えをま

とめる。【個人思考】 

 

 

 

個人で考えたことをもとに，

各班で課題解決のための仮

説を立てる。【話合い活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇資料を活用することで，意見に根拠を持

たせる。 

◇８つの資料から，アフリカの人々が貧し

い理由について，より重要な原因を２つ選

び，その組み合わせを選んだ理由を考えさ

せる。 

◆生徒が資料の意味を理解していないもの

については，随時解説を加える。 

◇ホワイトボートに意見をまとめさせてい

く。 

◇８つの資料の中で，より重要な原因は何

かを決定させる。 

◆他人と意見交流をすることで，自分の考

えと比較し，理解を深めさせる。 

アフリカ州の地域的特色

に関する資料を収集し，

有用な情報を適切に選択

して，読み取ったり図表

などにまとめたりしてい

る。 

〔資料活用の技能〕 

（ワークシート） 

★【表現力】 

【コミュニケーション能力】 

（話合い活動・発表） 

４ 課題解決について思考を深める学び合いの場を設定する。［１２分］ 

掲示されたミニホワイトボ

ードについて，書かれた理由

に対する意見交流を行い，考

えを深める。【話合い活動（全

体討議）】 

◇自分達の班と同じ意見を見つけたり，異

なる意見や疑問に思ったことに対して質問

するなど，ホワイトボードに書いてあるこ

とに対して，理解を深めさせる。 

◆一方的な意見の言い合いにならないよう

にさせる。 

 

５ 本時をまとめ，ふり返り,次時につなげる。［［８分］ 

○まとめを書く。【個人思考】 

〇ふり返りを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

◇８つの資料の中で，より重要な原因は何

かを改めて個人で考えさせる。本時の最初

に考えたことから，変化を見取る。 

◇本時をふり返り，発表（予想）された仮

説を，さらに単元を通して追究していくこ

とに触れ，次時につなげる。 

アフリカ州の地域的特色

や「資源が豊富なのに，

なぜアフリカの人々は貧

しいのだろうか」という

問いについて，意欲的に

追究し，捉えようとして

いる。 

〔社会事象への関心・意欲・態度〕 

（ワークシート） 

★【主体性】 

（ワークシート・授業への取組） 

生徒の振り返りの例 

・アフリカの人々が貧しい理由について資料から仮説を立てること

ができた。色々意見を聞いて，自分の考え方が最初とは変わった。

本当の原因が何か知りたいし，アフリカ州の勉強も頑張りたい。 

予測される生徒の考え 

Ａ評価                 Ｂ評価  

 

 

  

８ と ５ ６ と ４ 



ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 資料をつなげて，合理的根拠に基づき，その背景や要因を説明しながら，

アフリカ州の地域的特色への自分なりの考えを構築できている。 

B（合格） 資料をつなげて，合理的根拠に基づいて推理し，仮説を立てて説明しよ

うとしている。 

C（乗り越えさせたい実態） 主題となるアフリカ州に素朴な関心や疑問を持っているが，資料の読み

取りができず，仮説を立てられていない。 

 

（５）板書計画 

 

授業当日                ⇒ 単元終了後 

  

単元名  ねらい アフリカ州に対する考えを深めよう 

学習課題 資源が豊富なのに，なぜアフリカの人々は貧しいのだろうか？ 

～その原因について，資料を根拠に，仮説を立てよう～ 

 

世界の諸地域 

アフリカ州 

 

６ と ７ 

 

６ と ４ 

 

８ と ５ 

 

１ と ２ 

 

１ と ４ 

 

１ と ８ 

 

４ と ３ 

 

４ と ６ 
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